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畳空間にかかわる住様式と住意識の検討一福岡の注文戸建住宅におけるー
(第２報　居住者意識からみた畳空間の動向)

奈良女大　○伊東理恵　今井範子

【目的】第２報では，注文戸建居住者の畳や畳室に対する意識を探り，畳離れの動向を明
らかにすること，畳空間に何を求めているかを明らかにすることにより，今後 の畳空間の

方向性を精神面から探ることを目的としている。
【方法】調査対象は，第１報での対象世帯における18 歳以上の居住者とした。有効ｻﾝﾌﾟﾙ
数369 ．対象概要は男性４割，女性６割。年齢は40 代を中心に各年代に分布。平均43 歳。

【結果】畳に愛着のある人は６割を超えるが,   60歳以上では8.5 割であるのに対し30 歳
未満では半数程度である。畳室希望数は「少なくとも１室」52%, 「２室以上」 38%である。

その室種は１室の場合は客間５割，居間２割である。　２室希望の場合, 1 室は客間を希望
する者が約４割で客間と居間，客間と寝室の組み合わせが多い。畳への愛着意識も必要性

も若年層ほど低く，特に30 代未満では「畳離れ」の進行が明らかであり，関西と同じ傾
向がみられる。ごろ寝の床材として畳を好む者は半数を超えるが， 若年層ほど床材にこ

だわらない傾向がみられる。畳の良さとして，「自由な姿勢」「い草の感触」「新畳の香り」，
畳室の良さとして「心が安らぐ」「大勢が座れる」が多くあげられた。「い草の感触」「新

畳の香り」「心が安らぐ」など，精神性にかかわる項目については畳に対する愛着の有無

により顕著な差がみられた。今後の畳空間の動向について，「１室残る」約半数，「畳室の
ある住宅とない住宅に分かれる」2.5 割，「一部の住宅に残る」1.5 割，「次第になくなる」

はごくわずかである。畳空間の計画において，ﾃﾞｻﾞｲﾝや素材については伝統的なものを好

む人が多いが，新しいﾃﾞｻﾞｲﾝや素材の採用などの新しい試みも望まれている。

２ Mp-8 今井町居住者の生活スタイルと住環境整備意識

奈良女大・院　○牧野　唯，今井範子

【目的 】奈良県橿原市今井町を対象とし，住宅内および地域内・地域外で の居住者 の生活行動

からみた生活スタイルを明らかにし，生活スタイル と住環境整備意識との関係を分析すること

によって，住環境整備に資する知 見を得ることが目的である.

【方法】保存地 区内の全世帯を対象 とし 留置法自記式に よる質 問紙調 査を実施．調査時期

は1997 年 ４月下旬～5 月上旬．有効サンプル 数329 票.   18 才以上の居住者に個人票 を配

布し,  712 票 を得た．本報告は個人票の分析に基づく．調査内容は，日常生活･余暇の過ごし

方･地域活動に関わる19 項目の生活行動，生活関連施設の要求，空き家の利用，等である.

【結果】1) 性別 にみる ど，男性は 地域関連 の生活行動や 一人で過 ごす生活 スタイル が多

く，女性 は地域内にと どま らず活動 的で，家族や 近 隣との交流 に積極 的である，居住来歴

別では，今井町か ら転 出経 験のある帰郷者 は地 域外の余暇活動 が活発 であ る等 の特徴がみ

られた･  2) 生活 行動を数量化 ｍ類 を用いて分析した ところ，〈活動単位 の志向性〉と く活動

拠点〉の２軸が得られた．クラスター分析 の結果，居住者はタイプI  (個人志向･地域生活消極型),

タイプn( 個人志向･地域生活積極型), タイプm( 近隣志向･地域生活積極型), タイプIｖ(家族志向･地域生

活消極型) の ４タイプ に類型化 された.    3) タイプ Ｉの高齢層は町 内に｢デイ サービス｣ や｢ 家

事支援｣ 等 の施設 を， タイプIV は｢ 子どもの遊び場，公園｣ の整備を求めている．タイプＩは町

内の空き家をF 老人の介護支援，精神的ケア｣ やF 文化教室･講演｣ の場 として有効に利用するこ

とを要望してお り，これ らの生活スタイルを考慮した住環境整 備の重 要性が指摘できる.
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